
議　題　⑵
計画策定の基本的な考え方について
１　計画策定の背景（案）

本市では、「人と地域が輝き、安全安心で躍動する都市」を新たな将来像とし、その実現に向けた指針として、平成20年２月に第５次春日井市総合計画（新長期ビジョン2008－2017）を策定しました。

　　この第５次春日井市総合計画の中で、社会環境の変化や市民の要望に的確に応えつつ、本市が持続して成長していくためには、これまで進めてきた住宅都市のまちづくりに加えて、産業経済の振興による活性化に向けた取組がこれまで以上に必要である旨が示されています。

第５次春日井市総合計画の目標にある「にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち」の実現に向け、本市の地理的優位性を十分に発揮し、新たな企業誘致と産業の振興によって雇用の創出と拡大を図ることなどが求められており、企業の目線に立った情報やサービスを提供することが不可欠となっています。
２　計画策定の趣旨（案）

　　産業振興には、市外からの優良企業誘致のほか、市内の既存企業の技術の高度化や規模の拡大などに向けた成長支援、新たな産業の芽の苗床としてのイノベーション創出・創業支援など、多方面からのアプローチが必要となっています。

　　また、これらの支援については、市以外にも、国・県、商工会議所等の各種団体、金融機関、大学等研究機関などが多層的に支援機能を有しており、さまざまな活動を展開しています。
こうした中、本市を取りまく産業界の状況と今後の方向性を見定めつつ、必要となる支援機能を整理し、関係機関の効果的な分担体制を構築することで、地域の政策資源（ひと、もの、かね、ちえ、わざ）を広く活用して、最大の効果が得られるように戦略性を持った実行計画づくりが重要です。

先に、第５次春日井市総合計画により示された、本市の産業振興の目指すべき方向性についての「計画」を具体的に「実施」していくためにも、「施策の優先順位・主体・手法」を明らかにし、「市が強化すべき機能とその内容」を整理することで、「企業誘致」、「企業の育成・活動支援」、「創業支援」の３つを柱とする計画を策定します。
３　計画策定に当たっての基本的事項（案）

　⑴　計画の位置付け
第５次総合計画（新長期ビジョン2008－2017）の目標４に掲げられている「にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち」を実現するための実行計画
○　市外から優良な企業を誘致するための指針

○　市内の既存企業の技術の高度化や規模の拡大などに向けた成長支援のための指針

○　新たな産業の芽の苗床としてのイノベーション創出・創業支援のための指針
⑵　計画策定の期間

　　　平成20年６月～平成21年３月

　

⑶　計画の実施期間

　　　５年間（平成21年度～平成25年度）

　

⑷　策定の視点

○　市、商工会議所、関連団体等が効果的な分担体制の下で連携したワンストップサービスを確立する計画とします。
○　地域の政策資源（ひと、もの、かね、ちえ、わざ）を最大限活用して効果的に産業振興を図る計画とします。
○　経営者のやる気と行動力を高め、地域経済の成長を自立的なものとする計画とします。
産業振興アクションプランの基本イメージ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　現





４　春日井市産業振興アクションプラン（仮称）の構成（案）

第１章　計画策定の基本的な考え方

　　

　計画策定の背景、趣旨、期間、位置付け
　

第２章　現状と課題

　　
　本市の現状と経済動向や強化すべき機能
第３章　計画の基本的方向
　　　　　目指すべき産業振興の姿

　第４章　計画の目標

　　　　　施策の基本的な方向

第5章 計画の施策の展開

　　
　重点施策や分野別の具体的施策




第５次春日井市総合計画


（新長期ビジョン2008－2017）


目標４


「　にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち　」
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○　ワンストップサービスを確立する


○　地域の政策資源を効果的に活用する


○　地域経済の成長を自立的なものとする








産業振興アクションプラン


（目標に達成に向けた戦略的実行計画）








資料２














取り組み








PAGE  
1

